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加圧器スプレイ配管 現地切断⽅法

１次冷却材管や当該配管に影響がないよう従前より使⽤している機械的な⽅法（バイト、ローラーカッター）により切断する

1次冷却材管

①10⽉26⽇(⽉)
切断

（切断時変位確認）
②10⽉27⽇(火)
切断

5040

③10⽉27⽇(火)
当該部切り出し

④10⽉27⽇(火)
サンプル（比較対象）切り出し

溶接部

※加圧器スプレイ配管管台部 表面線量当量率
（10⽉20⽇測定）

約4.200mSv/h
約0.540ｍSv/h at 0.5m
約0.240mSv/h at 1.0m

【管台部 切断⼯程】

凡例
切断位置
溶接線

【切断⼯具写真】
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項目 内容

現地 切断時変位確認 配管切断時に拘束応⼒の解放による配管の変位量を確認する。
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外観観察 目視により判別できる傷、変形、腐食の状態を確認する。

寸法計測 配管の寸法を計測する。（内外形、板厚等）

ＵＴ、ＰＴ検査
（調査部位切り出し）

ＵＴを実施し、⻲裂⻑さ、⻲裂深さを確認する。
配管内表面にＰＴを実施し、⻲裂⻑さ確認する。

破面外観観察 光学顕微鏡を⽤いて、⻲裂の形状および進展経路を確認する。

破面ＳＥＭ観察 ＳＥＭ（⾛査型電⼦顕微鏡）を⽤いて、⻲裂発⽣位置、進展経路の確認を⾏う。

付着物ＥＤＳ分析 破面の付着物を分析し、腐食因⼦がないか確認する。

断面マクロ・ミクロ・
組織観察

断面のマクロ観察にて、溶接⽋陥や異常組織の有無を確認する。
断面のミクロ観察にて、⻲裂進展経路、⾦属組織（δフェライト）等を確認する。

フェライト量計測 フェライトメーターまたは画像処理を⽤いて、⻲裂進展領域のフェライト量を計測する。

硬さ計測 ビッカース硬さ計測を⾏い、⻲裂進展領域、シンニング部の硬さを計測する。

化学成分分析 ⺟材、溶接⾦属の化学成分に異常がないかを確認する。

残留応⼒測定
配管内外表面の溶接部近傍について、残留応⼒を測定する。
ホットラボでの切断時にひずみゲージを⽤いて残留応⼒解放によるひずみ変位量を確認する⽅法、または、X
線を⽤いる⽅法で測定する。

調査項目一覧 ２


